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研究成果の概要（和文）：16歳から29歳までの青年期を対象とし、双極性障害46名、自閉スペクトラム症52名、定型発
達64名を対象にAutism-spectrum Quotient、ロールシャッハテスト、Dimensional Yale-Brown Obsessive Scaleを行っ
た。結果は双極性障害と自閉症が何らかの共通した病態を有していることを示唆していた。

研究成果の概要（英文）：We performed psychological assessments including Autism-spectrum Quotient, 
Rorchach test and Dimensional Yale-Brown Obsessive-Compulsive Scale to subjects with bipolar disorder or 
autism spectrum disorder, and typically developing individuals. Results suggested that there may be 
common pathological bases between bipolar disorder and autism spectrum disorder.

研究分野：児童青年精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 病院にて青年期患者の診療にあたってい
ると、自閉スペクトラム症（自閉症）者が双
極性障害を高頻度に発症することを経験す
る。これは以前、報告したことがある
（Munesue T et al. High prevalence of 
bipolar disorder comorbidity in adolescents 
and young adults with high-functioning 
autism spectrum disorder: a preliminary 
study of 44 outpatients. J Affect Disord. 
2008; 111: 170-5.）。一方、自閉症者の第 1度
親族に双極性障害に罹患している者が多い
印象を受けていた。また自閉症者が過去の不
快体験をその当時のままに想起する体験（杉
山登志郎：自閉症に見られる特異な記憶想起
現象：自閉症の time slip 現象.精神経誌、
1994; 96: 281-97）は、双極性障害に見られ
る racing thoughtsに症候学的に類似してい
る印象も受けていた。そこで両疾患は共通し
た病態を有している可能性を考えた。 
 
２．研究の目的 
 自閉症者、双極性障害の症候学的および脳
の形態画像的な類似性を検討する。 
 
３．研究の方法 
 16 歳から 29 歳の自閉症者、双極性障害者
および健康成人（定型発達者）を対象に、心
理学的評価（Autism-spectrum quotient (AQ)、
Dimensional Yale-Brown Obsessive 
Compulsive Scale (DY-BOCS)、知能検査、Beck 
Depression Inventory ― II 、 State-Trait 
Anxiety Inventory、ロールシャッハ・テス
ト）を行い、また頭部 MRI 撮像を施行する。 
 
４．研究成果 
１）自閉症 52 名、双極性障害 46 名、定型発
達 64 名から、研究の説明の後、書面に
よる同意を得た。 
２）自閉症傾向を示す AQ 値は自閉症が平均
34.4±SD6.7、双極性障害が 24.1±7.2、
定型発達が 16.0±5.7 であり、3 群間に
有意差を認めた。 
３）ロールシャッハテスト反応にて得られた
142 の変数のうち、2 つの変数のみに有
意差が見られた（有意水準は 0.0042）。
動物運動反応の数は定型発達に比べ、自
閉症と双極性障害が有意に少なく、かつ
この反応は全体として AQ 値と有意な正
の相関を示した。純粋形態反応の数は定
型発達に比べ、自閉症と双極性障害にお
いて有意に多く、かつこの反応は全体と
して AQ 値と有意な負の相関を示した。 
４）双極性障害と定型発達の 2 群に行った
DY-BOCS について、定型発達に比べ双極
性障害では強迫症状の頻度が有意に多
く、程度が有意に重篤であった。また合
計得点は AQ 値と有意な正の相関を示し
た。 

５）MRI の解析は今後行う予定である。 

６）得られた結果より、自閉症と双極性障害
は何らかの共通した病態の存在するこ
とが示唆され、今後、両者に注目した研
究を実施することの意義が示された。 
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